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OND. Tomonori * & Yasumasa TAKAGI **: Cruise Reports of the RN-88-90 Cruises

around the Southern Ryukyu Island Arc and North of the Okinawa Islands, with

Special Reference to the Sediment Samples.

Abstract
Twelve piston-cores, twelve grab-samples, and ten dredge-samples were taken

around the Kerama Gap, Miyako Island and the northern Okinawa Trough through
the RN-88, -89 and -90 cruises aboard the R/V Nagasaki-maru. This report
briefly describes all the samples, also showing summaries of the cruises.

From some preliminary studies of these samples, the following observations
are noticed for the further investigation:

1) Mud gravels dredged from three localities of the Kerama Gap area are dated
as middle Pliocene to early Pleistocene. Combination work of these samples and
of sea bottom photographs taken by deep-sea stereo camera may offers a key to
clarify the Kerama Gap formation after the deposition of the Ryukyu Limstone.
2) Although a piston-core collected from southeast of the Kerama Gap is
rather short (386cm) , it contains the continous paleoceanographic records back to
ca. 310Ka. 3) A turbitite core taken from north of Miyako Island shows differ
ent modes between its upper and lower parts.
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省科学研究費63430012によって導入され、本実習において得られたピストンコア・サンプル総

計24本についての酸素・炭素同位体比測定が進行されつつある。その結果に大きく期待すると

ころである。

航海の概要（図１、表１，付表１～３）

本航海で使用したピストン・コアラー、Okean-typegrab，Niino-typedregderの概要は山

本ほか（1984）と小野ほか（1989）によって示されてある。RN-90航海では東大海洋研の1002

採水器で水深50ｍ、100ｍ、150ｍの各層の大量採水をはじめて試みた。深海ステレオカメラ
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琉球弧周辺海底j1E形概況と調査海域位涜図．
Ａ地域については図２，Ｂ地域については図３をそれぞれ参照．
BathymetryaroundtheRyukyulslanｄＡｒｃ，ｓｈｏｗｍｇｌｏｃａｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅｓｅｒｌ
ＳｅｅＦｉｇｓ、２ａｎｄ３ｆｏｒｄｅｔａｉｌｓｏｆｔｈｅａｒｅａＡａｎｄＢ，respectively．

図１

Ｆｉｇ．１ showinglocationsoftheserveyedareas．
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(Photosea2000L）は水深6500ｍまでの海底ステレオ写真の撮影が可能で、bottomtouch式

とtimer式の二通りの撮影方法がある。

RN88航海：はじめにRN86航海の測点ＳＭ８で確認された大型有孔虫QycZOcbpeUscame"ｔｅｒｉ

の密集帯の分布域を明らかにすることを目的として、伊江島沖及び西表島沖近海で底質のサン

プリングを行った。次に1986年以来の琉球弧海溝斜面トラバースにおけるシステマティックな

採泥計画の一環として、宮古島東南沖海溝斜面にかけてのサンプリングを行った（小野ほか、

1989)。また、塵良間ギャップでもドレッジを試みた。

RN89航海：慶良間ギャップから同沖海溝斜面にかけての底質のサンプリングと深海ステレ

オカメラのテストを行った。黒潮水系を観測する目的でCTD観測（11地点）を同海域で行った

(西澤、1990Ｍs、琉球大学海洋学科卒業論文：以下卒論と省略)。また、熱水域東端と思われ

る海域でのピストンコア゜サンプリングも行った。

ＲＮ９０航海：塵良間ギャップにおけるドレッジと海底写真の撮影を行った。測点Ｃ２では多

数の海底写真（カラーステレオ）を得ることに成功した。ピストンコア・サンプリングは沖永

良部島沖海溝斜面で試みたが、ピストンコアラーの不調のためパイロットコア１本のみであっ

た。同海域のトラフ側では２地点のドレッジ・サンプリングに成功し、Ｄ７では同時に海底写

真撮影（測点Ｃ３）にも成功した。また今航海では1002採水を同海域で行い、海水中のナンノ

プランクトン定｣風を行った（解析中)。ＣＴＤによる測定は機械不調のため失敗に終わった。

表１RN-88、‐89,‐90航海の概要．

ＴａｂｌｅｌＳｕｍｍａｒｙｏｆｔｈｅＲＮ-88,-89,ａｎｄ‐９０cruises．

誼」台石U2閏
ユー'１，国ＵｎＯｕ語

ＰＣ；Pistoncore‘０Ｋ：Okean-typeg｢ab‘Ｏ：Niino-typedredger，ＤＳＳＣ：Oeep-seasterocamera

海底試料の概要と考察

RN-88,‐89,‐90航海で採集した底質試料についてのまとめを付表１～３及び付図１～12に示

す。以下には若干の解釈を混えて底質の概略について述べる。

１．海底表層堆稠物

a）伊江島沖（図３）及び西表島沖（図２）

RN88航海では伊江島沖の沖縄トラフ側で２地点、西表島沖海溝斜面側で２地点において表

CRUISE

航海番号

PERIOD

期間

SEOIMEIvTSTS．

底質採集地点

OTHERO8SERVATIOIIiS

その他の観測・採築

Ⅲ1Ｖ・RYUKYUS:TEACHERS

琉球大学：乗船教官

STUDENTNOS．

乗船学生散

RN-88

1９８８

Aｐｒｉｌ

１２～2２

ＰＣ：５Ｓｔｓ、

0Ｋ：１４Ｓｔｓ．

O；５Sts．

Trawlllng 氏家（Ujil6JH.）、
山本（Yamamoto,Ｓ､）．

小野（0no,Ｔ､）

学部学生：２７名
内単位取得者：２４
院生：２名

RN-89

1９８９

Aｐｒｉｌ

１１～2２

ＰＣ：７Ｓｔｓ、

0Ｋ：ｌＳｔｓ．

T｢awlllng

､SSC

CTO

氏家、木村（Kimura,Ｍ）
山本

小野
小賀（Koga,Ⅲ.)、

学部学生：１７名
内単位取得者：１４
院生：１名

R腓9０

1９９０

April

１５～2３

ＰＣ：２Ｓｔｓ．

、：８Ｓｔｓ．

Trawl11ng
､SSC

CTO

Sea-watersampling

氏家、木村．小野 学部学生：１８名
内単位取得者：1６
院生：６名
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2８．

〉。

２７

１２８。 １２９°

図３沖縄本島北方沖周辺海域の海底地形概況とサンプリング位置図．

Ｆｉｇ．３BathmetryaroundthenorthoftheOkinawalslandB，showingBamplinglocation．

層底質を採取した。これらのサンプリングの目的はRN86航海で発見されたCycZoclype[Zs

came7zteriの密集帯（小野ほか、1989）の分布域を明らかにすることである。本種の多産する

地域の特徴として、小野ほか（1989)、辻ほか（1989）に述べられているように、水深約60～1

50ｍの棚状地形上のうち、土砂で表面が覆われにくい地域に多産すると考えられる。しかし、

今回のサンプリングではRN88-OK3と-0Ｋ４で殻大直径３ｍ程度のものが石灰藻球とともに

得られたのみで、RN88-OK1と－０Ｋ２では粗粒砂とともに石灰藻球､被殻型有孔虫のGypsjmz

sp・等だけで、QycZocLypeuscame"teriは認められなかった。CycZOcbUDeusの密集帯の分布

域はかなり限られていることが伺える。

b）宮古島周辺（図２）

RN88航海で得られた宮古島周辺堆祇物のうち、表層サンプルの底生有孔虫については島袋

(1990Ｍs、卒論）が予察的に研究した。島袋によると、海溝斜面側サンプル（ＯＫ10,ＰＣ４が

ＯＫ８，ＰＣ３，０Ｋ７，ＰＣ２，ＰＣ１：水深697～3202ｍ）のうち、浮遊性有孔虫・底生有孔虫

比、底生有孔虫有孔虫の三亜目産出率、及び群集解析に関して、ＯＫ1０（水深697ｍ）が他のサ

ンプルと大きく異なっている。つまりサンゴ礁域に住む種類をかなり含んでいる。ＯＫ10は付

表１から伺えるように粒径が粗く、小礫サイズの翼足類を含んでいる。宮古島南方浅海域のｏ

Ｋ１１（水深1“、）ではRN86-D7～Ｄ１０２で採取された（小野ほか、1989)ような石灰岩が得

られた。宮古島北方のOK1２（水深131ｍ）では粗粒砂とともに、石灰藻が少段付着した不規則

な形状の礫が得られた。

c）塵良間ギャップ周辺（図２）

本海域ではRN87航海までに13地点で堆積物のサンプリングが行われた。RN88～90航海で新
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たに７地点（うちコアサンプルは３地点）でのサンプルが求められた。塵良間ギャップは氏家

(1980）の「500ｍ島棚」の北限を断ち切る垂直落差（約1,500ｍ）を伴う左横ずれ断層群で生

じたと考えられる。本海域に琉球石灰岩が存在する場合、本断層群は同石灰岩形成後、つまり

更新世末期ないし完新世に生じたこととなり、琉球列島の地史を考える上で重要な事件となる

(氏家、1983)。

ＲＮ８８Ｄ５（水深88ｍ）では多数の生体石灰藻球が得られた。ＲＮ９０Ｄ１(水深433ｍ)では礁性

石灰岩（最大17×10×5cm）とともに、細粒砂岩（加藤により鑑定）が採取された。RN90-D4

(水深993ｍ)、Ｄ５（水深1,216ｍ)、Ｄ６（水深918ｍ）では島尻層群と思われる泥岩が得られ

た。浮遊性有孔虫を用いた島尻層群の年代決定法（Ujiie，1985）に基づいて、これら３サンプ

ルについても年代決定を試みた。Ｄ４ではGJo6嫁ｒｉｍ〃epe"tﾉｶes，GZo6orotaZm，ｍａ７君arita，

Ｇ、tumidtz,Ｇ・affpZiozBcz,GZo6o9uCudl･ZmzaZtiSpira等を、Ｄ５ではGZo6orotaJiCztru"ｃｕｍ－

Ｊｉ"oiaes、右巻き殻優勢のPulJe7Lmtmacomplex等を、Ｄ６ではGZo6orotaZiCztumid上u，G

cmsWbrmis,GJo6o9uCzd｢imLaZtiSpim,右巻き殻優勢のPu鵬"icItiJmcomplex等の浮遊性有

孔虫を検出した。すなわち、Ｄ４は中部鮮新統（ｕｐｐｅｒＰＬ１）、Ｄ５は中部更新新統（upper

N22)、Ｄ６は上部鮮新銃（ＰＬ４）と決定された。

以上の結果とRN87の結果（小野ほか、1989）から考察すると、塵良間ギャップ北東側と南

西側の水深約100ｍまでは石灰藻球が多産し、それより約700ｍにかけては琉球石灰岩と思われ

る石灰岩が、それ以深では島尻層群が露出していると考えられる。特に本海域での島尻層群の

サンプルは、小野ほか（1989）と合わせて５サンプルにのぼり、その年代に大きな開きがある。

つまり、島尻層群中のさまざまな層準が露出していると思われる。この結果を用いて本地域の

地質構造を明らかにする手がかりとするには、サンプリング位置の正確さに問題がある。そこ

で、今後はOkean-typegrabのようなほぼ垂直に降下する採泥方式を用いることが望まれる。

２．ピストン・コアラーによる柱状底質試料

ピストン・コアラーによって採取された底質の柱状図と記載を付図１～12として要約した。

また、それぞれのコアの含泥率と含水率を図４と図５にまとめた。以下には、それぞれのコア

についてのコメントを付記する。

RN88-PC1（付図１）

採集地点：宮古島南西沖の海溝斜面上、水深3,202ｍ･

全層厚94cmにわたりシルト質粘土層で、最上部約４cmの酸化帯は暗黄色を呈し、他はオリーブ

系の色調を呈する。含水率は一部を除き35％前後で一定である。含泥率はコア下部に向けてや

や増加の傾向を示す。

RN88PC2（付図２，３）

採集地点：上記コア北方の海溝斜面上、水深2,225ｍ。

全層厚537cmにわたってオリーブ系の色を呈したシルト質粘土層で、４０～356cmにかけて軽石が

散在している。ただし、最上部４cmには中粒～細粒の石灰質砂があり、また、約165～180cmに

かけては火山灰質となっている。含水率は40％でほぼ一定である。含泥率は下部に向けて約40ｍ

を境に急激に落ち、その後60％前後で移行し、最下部において再び増加する。このことは、軽

石の産状と調和的である。
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RN88-PC3（付図４）

採集地点：上記コア北方の斜面上、水深1,842ｍ･

全層厚75cmにわたりオリーブ系の色を呈したシルト質粘十層の

RN88-PC4（付図５）

採集地点：上記コアの北方の斜面が平坦となった地域、水深1,570ｍ｡

全層厚184cmにわたりオリーブ系の色を呈したシルト質粘土層であるが、最上部約４cmには細

粒砂がある。また、６０～70cmにかけて酸化帯を示す褐色の固い粘土へと変わる（侵食面存在の

可能性あり)。含水率は38％前後でほぼ一定である。含泥率は表層から約60cmにかけて急増し、

それ以深ではほぼ一定となる。

ＲＮ８８ＰＣ５（付図６‐１，‐２）

採集地点：宮古島北方沖縄トラフ側の斜面、水深2,051ｍ

全届厚451cmの間に石灰質砂厨と粘土層またはシルト質粘土層とのペアが９セット以上認めら

れた。それぞれ、常に砂層の下限は一例を除き明瞭な境界を示すのに比べ、上限は粘土層また

はシルト質粘土層へと潮次に変化する。また、基底部付近において上方級化を示す砂層が２厨

認められた。粘土層は平行層理やsandpatchesを伴うが、概して均質である。

このturbititeはBoumasequence（Bouma,1962）でいうところのTaとTeの一部、Ｔｄあるい

はTfに相当する。トラフ側のダーピタイトコアの特徴として、山崎・志岐（1985)は、砂質部

において葉理部（Tb）を欠くとし、ターピダイト泥質部（Te）と半遠洋性泥質部（Tf)との大

きな違いとしてTf部に多数の石灰質有孔虫遺骸や石灰質ナンノプランクトン遺骸が多く含むと、

また、Ｔｅ部には顕著な級化を示すのに対し、Ｔｆ部にはそれが見られないとしている。本コアで

は、210cmより上位の粘土層（Te?）では同層の上位に行くに従い含泥率が増加することに対応

している。しかし、210ｃｍ以深の粘土層ではこのようなことが当てはまらない。この違いは、

上部の粘土層では、１/16ｍ以上の粒子の混入があり、下部の粘土層（Tf?）では、そのような

ことが起きていないことを示しており、210cmを境に堆菰環境に大きな変化があったと考えら

れる。このことはRN80PC3のコアサンプルを用いた石灰質ナンノプランクトン群集(李・岡

田、1985）で示されたような、外洋水である黒潮の影轡が強まったことと関係があるかも知れ

ない。このことも合わせて、これらの粘土層がターピタイト泥質層（Te）か、現地堆積性の半

深海性遠洋堆積物層（Tf）に相当するかは、八田。徳橋（1984）で行われたような、底生有孔

虫群集解析結果を待たなければならないだろう。

RN89-PC1（付図７）

採集地点：沖縄島沖のトラフ側、水深1,530ｍ｡

全層厚161cmにわたってきわめて均質なシルト質粘土厨で，オリーブ系の色を呈する。ただし、

最上部２cmには軽石および岩片からなる中粒砂層がある。含水率は48％前後で一定している。

含泥趣も最上部を除き95％前後で一定している。本コア・キャッチャー部に変質安山岩質火山

礫凝灰岩（加藤により鑑定）が得られた。

RN89-PC2（付図８）

採集地点：塵良間ギャップ南東沖の海溝斜面上、水深3,363ｍ｡

全圃厚363cmにわたって小礫サイズの軽石を含む粘土厨よりなっている。上部より200cmにかけ

て酸化帯を示す褐色系の色を呈する。また、その酸化帯の下部には黒灰色の葉理が認められる。

含水率は40％前後で一定している。含泥率は80～100％の間で変化しているが、６０cm近辺では
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70％以下まで低下している。

RN89-PC3（付図９－１，‐２）

採集地点：前記コアの地点の北方で、先島深海平坦面北端の外縁近く、水深2,475ｍ｡

全届厚386cmにわたりシルト質粘土層である。上部から約140cmにかけて酸化帯を示す褐色系の

色を呈している。ただし、８３～89cmにかけてオリーブ系の色を呈する層をはさむ。本コアの特

徴として、上部から180ｃｍにかけてbioturbationが認められ、特に160cm前後で著しい。また、

89～92cmにかけて火山灰層をはさむ。含水率は40％前後で一定である。含泥率はコア下部に行

くにしたがって増加している。ここで、本コアは、すでに酸素同位体比、底生有孔虫群集解析

の予察的研究が行われている(阿波根、1990Ｍs、卒論)。氏家（1990）が概要を紹介したうち

から年代決定に関する結果を下に記しておく。

１）８３～92cmにある火山灰層は阿多火山灰層（約85,000年前）である。

２）酸素同位体比分析結果から本コア下部はEmilianiStage9に達しており、EmilianiStage

l～９が連続的に認められる。

３）石灰質ナンノプランクトンのEmiZmJ2mﾉiuJEJByiの初出現届（約27年前）が315cmで認め

られる。

以上のことから本コア最下部は約31万年前に達している。

RN89-PC4（付図10）

採集地点：上記コアの地点の北方、水深2255ｍ・

全層厚274cmにわたりシルト質粘土厨である。色調は上部から40cmにかけて褐色系、４０cmから

132cmにかけてはオリーブ系、132cmから215cmにかけて褐色系、その後はまたオリーブ系の色

を呈する。含水率は40％前後であるが、コア下部に向けてやや減少する傾向がある。含泥率は

一部（150cm付近)を除き、８５％前後で一定している。

RN89-PC5（付図11）

採集地点：上記コアの地点の北方で、鹿良間ギャップから海溝斜面へと移る地点､水深1,698ｍ｡

全届厚58cmのうちで上部から50cmまでがシルト質粘土層で、最下部に軽石を含む火山灰層があ

る｡色調は上部から28cmにかけて褐色系の色を呈し、その後、火山灰層までがオリーブ系の色

を呈する。

RN89PC7（付図12）

採集地点：塵良間ギャップの中心部、水深1,690ｍ・

全層厚54cmで粘土層よりなる。泥岩の礫や砂のpatchesが認められる。

むすび

本報告はRN-88,‐89,‐90航海で得た底質試料を中心としたものである。同試料の詳細で多角

的な研究は本海洋学科堆積学講座で鋭意推進され、公表されつつある。ここに記したような予

察的研究によってさえも塵良間ギャップの形成運動、南琉球弧及び周辺海域の地史や構造発達

史の究明に大きく貢献することが明らかとなった。

また、ここにあげた底質試料以外にCTD観測などの海洋物理学的データやトローリングによ

る生物標本等、貴重なデータ・標本が多数得られており、かつ公表されつつある。

以上のような貴重なサンプル・データは国際的に重要視される学術的財産であり、今後とも

蓄瀬公表され、学内外の研究者により大いに活用されることが望まれる。
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